家庭礼拝　2011年8月10日　コリント第Ⅱ　７章
　賛美歌395　建ちては崩るる　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌481　救いの主イエスの
起

今日の聖書の箇所は、2章のところでも語りましたが、2章の13節から飛んで、7章の5節につながる部分です。ここはむしろ、2章から7章に飛んで一気に読んだほうが良くわかる箇所です。
ここで、2章と7章の共通の言葉は、悲しみであり、あの手紙であり、テトスです。あの手紙とはコリント第一の手紙と第二の手紙の間に出されただろうと言う、涙の書簡と呼ばれる手紙です。この手紙は、パウロが涙ながらにコリントの人々を叱責した手紙でしたが、このことがコリント教会の人々からは誤解され、ますますこじれた状況になってしまったのです。それで、パウロの最も信頼するテトスをコリント教会に遣わして、その様子を知らせるようにさせたのです。ですが、テトスはなかなか帰ってきませんでした。パウロはこのときトロアスにいました。トルコ半島側です。パウロはトロアスでは、やらなくてはならない宣教の仕事がたくさんあったのにもかかわらず、そこにじっとしていることが出来ず、出来るだけ早く報告を聞きたくて、テトスに会いに出かけていったのです。そしてマケドニア州でテトスの帰りを待ち、そしてそこで報告を聞いたのです。テトスの報告を聞いたパウロは、喜びの余り天にも舞い上がりそうな感じでした。そして、そこの2章13節からずっと脱線してしまって、いまやっと、7章の5節で舞い降りてきたと言う感じなのです。
承
今日の7章の最初の部分は、6章13節からの続きとして読めます。先週もお話しましたが、6章14節から7章1節まではこれまたさらに別の手紙の挿入の可能性の高い所です。6章の11節から13節では、パウロはコリントの人たちに対して、心を広くしてほしい、心を開いてほしいと訴えていました。自分たちもこのように心を開いて語っており、あなた方を広い心で受け入れているのだから、あなた方も広い心で受け入れてほしいと願っていたのです。そしてそのまま、7章の2節に移ってからも、私たちに心を開いてほしい、と言う言葉でつながっているのです。7勝の2節から4節では、

２コリ 7:2　わたしたちに心を開いてください。わたしたちはだれにも不義を行わず、だれをも破滅させず、だれからもだまし取ったりしませんでした。

２コリ 7:3　あなたがたを、責めるつもりで、こう言っているのではありません。前にも言ったように、あなたがたはわたしたちの心の中にいて、わたしたちと生死を共にしているのです。
２コリ 7:4　わたしはあなたがたに厚い信頼を寄せており、あなたがたについて大いに誇っています。わたしは慰めに満たされており、どんな苦難のうちにあっても喜びに満ちあふれています。
このように、私たちも誰かと信頼関係を結びたいとき、どうか心を開いてください。何も心配はありません、私たちは何も隠し立てはしていません、と言って相手の信頼を得て、心を開いてもらうことを訴えるかもしれません。パウロはここでは、２コリ 7:2　わたしたちに心を開いてください。わたしたちはだれにも不義を行わず、だれをも破滅させず、だれからもだまし取ったりしませんでした。と言いました。今まで学んできた中で、パウロたちがこういうときには、コリントの教会の中でそのように批判している人たちの存在があることを学んできました。パウロは、このコリントの教会の中で、パウロたちは自分たちに不義を行い、私たちを破滅させようとしており、私たちのお金を騙しとろうとしているといっている人々を念頭においていたのかもしれません。お金を騙し取ろうとしていると言うのは、きっとエルサレム教会への献金の話だと思います。そして、このように言ったのは、パウロがあなたたちは陰でそのように言っているではないかと、責めるつもりでこういっているのではないといいました。そしてむしろ、あなた方は私たちの心の中にいて生死を共にするほど心配しているのだ、愛しているのだ、一体なのだ、そのことを、心を開いて、分かってほしいと言っているのです。
転

　　さて、2章からの続きの7章5節にやってきました。そのつながりを確認するために、まず、2章の4節を振り返って見てみましょう。ここには、例の涙の書簡と言うものを書いた、パウロの真情が吐露されています。
２コリ 2:4　わたしは、悩みと愁いに満ちた心で、涙ながらに手紙を書きました。あなたがたを悲しませるためではなく、わたしがあなたがたに対してあふれるほど抱いている愛を知ってもらうためでした。

　そして、ちょっと離れた2章の12節から13節ではこのように書かれています。
２コリ 2:12　わたしは、キリストの福音を伝えるためにトロアスに行ったとき、主によってわたしのために門が開かれていましたが、

２コリ 2:13　兄弟テトスに会えなかったので、不安の心を抱いたまま人々に別れを告げて、マケドニア州に出発しました。

パウロが、涙の書簡を出した後の、コリント教会の人々の反応に不安を抱き、テトスを遣わしたのですが、そのテトスからの返事がないので、じっとしていることが出来なかったのです。その無事を知りたかったのです。そして、心配して不安なままにトロアスの人々に別れを告げて、マケドニア州に出発しました。
　　そしていよいよ、7章の5節ですが、このようにつながれています。
２コリ 7:5　マケドニア州に着いたとき、わたしたちの身には全く安らぎがなく、ことごとに苦しんでいました。外には戦い、内には恐れがあったのです。

　パウロの手紙は、2章13節から、7章5節に、ぴったりとつながれているのです。7章では、マケドニアについてからのことが書かれています。そこには不安と恐れにおののく、パウロの姿がありました。パウロは信仰的にいつも強い人ではなかったのです。マケドニア州に着いたときには、全く安らぎがなく、事毎に苦しんでおり、外には戦い、内には恐れがあったと書かれています。パウロの外側ではいろいろな迫害と戦っていかなければなりませんでした。依然としてその迫害の勢いは強かったのです。そして教会の内側では、コリント教会のような批判にさらされ、針の筵にいるような気持ちだったのです。コリントの信徒への手紙第二の1章9節では、私たちとしては死の宣告を受けた思いでした。と書かれています。そのような中で、パウロの自信も失われ、恐れと不安におののいていたのです。このような中にあっても、パウロはただ、救ってくださるに違いない神様に希望を掛けて、キリストの使者として、キリストのメッセージを伝えるものとして、退くことなく前に進んでいったのです。パウロにも挫折は数多くあったのです。ですがパウロはそこで立ち止まりませんでした。自分がどうなろうとも、神の使者としての使命を果たそうとする思いのほうが勝っていたのでした。まさに使命とは、命を使って行う働きでした。
　　ですが、パウロはマケドニア州のどこかで、ついにテトスと会うことができました。その報告はパウロを天にも昇る喜びで満たしたのでした。6節と7節にはこう書いてあります。
２コリ 7:6　しかし、気落ちした者を力づけてくださる神は、テトスの到着によってわたしたちを慰めてくださいました。

２コリ 7:7　テトスが来てくれたことによってだけではなく、彼があなたがたから受けた慰めによっても、そうしてくださったのです。つまり、あなたがたがわたしを慕い、わたしのために嘆き悲しみ、わたしに対して熱心であることを彼が伝えてくれたので、わたしはいっそう喜んだのです。
　　パウロたちは、テトスと会うことによって、大きく慰められました。そしてパウロたちの喜びは無事なテトスと再会できただけではなく、テトスが、コリントの人々から受けた慰めによって、さらに大きくパウロたちも慰められたのでした。それはパウロたちがテトスから、コリントの人々が、パウロを慕い、パウロのために嘆き悲しみ、パウロに対して熱心であることを聞いたからでした。それを聞いてパウロたちはいっそう喜んだのです。パウロの思いは、ついにコリントの人々に届いたのでした。パウロの恐れと不安は、力づけてくださる神によって、慰められたのです。このことはパウロにとってどれほど大きな喜びだったのでしょうか。もう何も手がつかず、トロアスでの宣教すらも手につかないほどに、その平常な思いを奪っていた、コリント教会の問題が、ついに望ましい形に導かれたのでした。
　　パウロは、これほどまでに問題をこじらせてしまった、あの涙の書簡について振り返り、こういっています。8節と9節です。
２コリ 7:8　あの手紙によってあなたがたを悲しませたとしても、わたしは後悔しません。確かに、あの手紙が一時にもせよ、あなたがたを悲しませたことは知っています。たとえ後悔したとしても、

２コリ 7:9　今は喜んでいます。あなたがたがただ悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めたからです。あなたがたが悲しんだのは神の御心に適ったことなので、わたしたちからは何の害も受けずに済みました。

　パウロのその書簡はコリント教会の人々を悲しませました。それは、厳しい調子で、コリント教会の罪を暴き、糾弾しているからです。そのことを、パウロ自身も、確かに、あの手紙が一時的にもせよ、あなた方を悲しませたことは知っています。とその事実を認めています。ですが、パウロはそのことがあったとしても、私は後悔しません、たとえ後悔したとしても、今は喜んでいます、と言いました。パウロにとって、その手紙は必然だったのだと思います。ほかにやりようのない手紙であったのだと思います。ですからその問題は、パウロが書いたという問題よりも、それを受け取る側の問題だったのです。ですが、コリント教会の人々はそれを正しく受け止めました。パウロはこう言ったのです。あなたがたがただ悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めたからです。あなたがたが悲しんだのは神の御心に適ったことなのです。
　悲しみは決して悪いことばかりではありません。ある人が、すべての宗教には悲しみがあるといっています。そしてその悲しみこそが、永遠につながる道だと言っていました。コリント教会の人々も、その悲しみを通して、悔い改め、神様の御心とつながっていったのでした。だからパウロは喜んでいますと言ったのでした。そして、その悲しみには2種類あることを言いました。御心にかなった悲しみと、世の悲しみです。10節にはこう書いてあります。
２コリ 7:10　神の御心に適った悲しみは、取り消されることのない救いに通じる悔い改めを生じさせ、世の悲しみは死をもたらします。
悲しみには、神の御心にかなった悲しみがあるのです。私たちはそれを意識することが出来るでしょうか。その悲しみは取り消されることのない救いに通じる悔い改めを生じさせる悲しみです。悲しみが、悔い改めにつながっているなら、それは神様の御心にかなった悲しみなのです。それは、自分が悪かった、自分が罪を犯していたと認める悲しみです。自分の非を認める悲しみです。そのような悲しみにあるある人々を、神様の御心にかなうものとして、神様は助けてくださるのです。神様は慰めてくださるのです。そして救われるのです。

ですが、一方で、世の悲しみは死をもたらしますといっています。それは悔い改めることのない悲しみです。悔しさと失望だけが募る悲しみです。絶対自分は間違っていないと、頑固に主張する悲しみです。その行き場のない悲しみは、自分を傷つけて、死をもたらすと言っているのです。神様はそのような悲しみは、神様の御心ではないとして、助けては下さらないのです。そのまま放っておかれるのです。好きなようにさせるのです。その結果は死です。私たちはどのような悲しみを経験しているでしょうか。それとも悲しみは経験していないのでしょうか。経験すべき悲しみがあり、向き合うべき悲しみがあることも受け入れて行きたいと思うのであります。
　パウロは、悲しみを受け入れ、悲しみと向き合った結果、コリント教会の人々に何が起こったのかを語りました。そして、涙の書簡を送ったことがどういうことを意味していたのかを語りました。11節と12節です。

２コリ 7:11　神の御心に適ったこの悲しみが、あなたがたにどれほどの熱心、弁明、憤り、恐れ、あこがれ、熱意、懲らしめをもたらしたことでしょう。例の事件に関しては、あなたがたは自分がすべての点で潔白であることを証明しました。

２コリ 7:12　ですから、あなたがたに手紙を送ったのは、不義を行った者のためでも、その被害者のためでもなく、わたしたちに対するあなたがたの熱心を、神の御前であなたがたに明らかにするためでした。

　この悲しみが、パウロに対する熱心と、弁明と義憤をもたらし、神様に対する恐れ、憧れ、熱意をもたらし、教会内の罪に対する懲らしめをもたらしたのだと思います。例の事件に関しては、あなた方は自分がすべての点で潔白であることを証明しましたと語られています。例の事件と言うのは、パウロが二度目に訪問したときに、パウロに言いがたい侮辱を加えたことを指すものであると言われています。その人のことについては2章の5節から11節に詳しく書いてあります。
パウロは、問題を起こしてしまった涙の書簡は、結局、どの人をも裁くためではなく、神のみ前であなた方の熱心を、あなた方に明らかにするためでした、と語っています。その働きは人の思いを超えていたのでした。

　13節から16節はこの喜びをもたらしてくれた、テトスのことについて書いてあります。ここでは余り解説しないで、ここに書かれたパウロの心情を汲み取ってみましょう。
２コリ 7:13　こういうわけでわたしたちは慰められたのです。この慰めに加えて、テトスの喜ぶさまを見て、わたしたちはいっそう喜びました。彼の心があなたがた一同のお陰で元気づけられたからです。

２コリ 7:14　わたしはあなたがたのことをテトスに少し誇りましたが、そのことで恥をかかずに済みました。それどころか、わたしたちはあなたがたにすべて真実を語ったように、テトスの前で誇ったことも真実となったのです。

２コリ 7:15　テトスは、あなたがた一同が従順で、どんなに恐れおののいて歓迎してくれたかを思い起こして、ますますあなたがたに心を寄せています。

２コリ 7:16　わたしは、すべての点であなたがたを信頼できることを喜んでいます。

このように、この章を結んでいました。パウロたちは、テトスの喜ぶのを見て喜び、テトスにコリントの人々を誇ったことが実現したことを喜び、コリントの人々がテトスに対して歓迎してくれたことに信頼を寄せているのでした。自分たちのこと以上に、コリント教会とテトスのことを喜んでいるのです。
結
マケドニア州に着いたとき、パウロは全く安らぎがなく、事毎に苦しみ、恐れの中で、気落ちしていました。ですが、神様はテトスを通して、パウロたちを慰めてくれました。パウロたちはマケドニア州でテトスと出会ったのです。パウロたちは本当に喜びに満たされました。それは、テトスが無事であったことを喜び、テトスがもたらした、コリント教会の報告について喜び、そのことを語るテトスの喜ぶさまを見て喜んだのです。パウロは、悔い改めてくれたコリント教会のことと、それを伝えてくれたこのテトスのことが嬉しくてうれしくてたまらないようです。私たちもまた、パウロと一緒にこの喜びに共に預かりましょう。
(一分間の黙祷)(祈り)
天の父なる神様、あなたの恵みに感謝いたします。途方もなく落胆し、何もすることが出来ないほどに落ち込んでいた、パウロに、大きな慰めの知らせが与えられました。その落胆の深さを何倍にも乗り越える喜びでした。パウロでさえもこれほどまでに落胆し、不安と恐れの中にあったのです。どうして私たちがそれを免れることができるでしょうか。パウロの経験した恐れと落胆、コリント教会が経験した、その悲しみと同じ状況の中にあっても、私たちもまた、あなたの御心にかなう悲しみを受け入れ、非を認め、悔い改め、あなたの救いの恵みを受けることができますように導いてください。どうかあなたの、御心にかなう悲しみを味わっているものに、あなたの救いと慰めと悔い改めとが与えられますように。この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
（聖書コリント第二７章）

◆教会の悔い改めを喜ぶ

２コリ 7:2　わたしたちに心を開いてください。わたしたちはだれにも不義を行わず、だれをも破滅させず、だれからもだまし取ったりしませんでした。

２コリ 7:3　あなたがたを、責めるつもりで、こう言っているのではありません。前にも言ったように、あなたがたはわたしたちの心の中にいて、わたしたちと生死を共にしているのです。
２コリ 7:4　わたしはあなたがたに厚い信頼を寄せており、あなたがたについて大いに誇っています。わたしは慰めに満たされており、どんな苦難のうちにあっても喜びに満ちあふれています。

２コリ 7:5　マケドニア州に着いたとき、わたしたちの身には全く安らぎがなく、ことごとに苦しんでいました。外には戦い、内には恐れがあったのです。

２コリ 7:6　しかし、気落ちした者を力づけてくださる神は、テトスの到着によってわたしたちを慰めてくださいました。

２コリ 7:7　テトスが来てくれたことによってだけではなく、彼があなたがたから受けた慰めによっても、そうしてくださったのです。つまり、あなたがたがわたしを慕い、わたしのために嘆き悲しみ、わたしに対して熱心であることを彼が伝えてくれたので、わたしはいっそう喜んだのです。

２コリ 7:8　あの手紙によってあなたがたを悲しませたとしても、わたしは後悔しません。確かに、あの手紙が一時にもせよ、あなたがたを悲しませたことは知っています。たとえ後悔したとしても、

２コリ 7:9　今は喜んでいます。あなたがたがただ悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めたからです。あなたがたが悲しんだのは神の御心に適ったことなので、わたしたちからは何の害も受けずに済みました。

２コリ 7:10　神の御心に適った悲しみは、取り消されることのない救いに通じる悔い改めを生じさせ、世の悲しみは死をもたらします。

２コリ 7:11　神の御心に適ったこの悲しみが、あなたがたにどれほどの熱心、弁明、憤り、恐れ、あこがれ、熱意、懲らしめをもたらしたことでしょう。例の事件に関しては、あなたがたは自分がすべての点で潔白であることを証明しました。

２コリ 7:12　ですから、あなたがたに手紙を送ったのは、不義を行った者のためでも、その被害者のためでもなく、わたしたちに対するあなたがたの熱心を、神の御前であなたがたに明らかにするためでした。

２コリ 7:13　こういうわけでわたしたちは慰められたのです。この慰めに加えて、テトスの喜ぶさまを見て、わたしたちはいっそう喜びました。彼の心があなたがた一同のお陰で元気づけられたからです。

２コリ 7:14　わたしはあなたがたのことをテトスに少し誇りましたが、そのことで恥をかかずに済みました。それどころか、わたしたちはあなたがたにすべて真実を語ったように、テトスの前で誇ったことも真実となったのです。

２コリ 7:15　テトスは、あなたがた一同が従順で、どんなに恐れおののいて歓迎してくれたかを思い起こして、ますますあなたがたに心を寄せています。

２コリ 7:16　わたしは、すべての点であなたがたを信頼できることを喜んでいます。
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